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　　　　                          Nov.
　

私
立
幼
稚
園
が
来
年
度
以
降
に
移

行
す
る
の
か
、
ま
た
移
行
す
る
こ
と

へ
の
懸
案
事
項
等
に
つ
い
て
、
７
月

に
文
部
科
学
省
は
市
町
村
・
都
道
府

県
を
通
じ
て
調
査
し
ま
し
た
。
調
査

対
象
は
新
制
度
に
移
行
し
て
い
な
い

私
立
幼
稚
園
６
２
１
８
園
。
回
収
率

96
・
２
％
（
５
９
８
３
園
）。

　

す
で
に
新
制
度
に
移
行
し
て
い
る

園
も
含
め
る
と
、
平
成
28
年
度
ま
で

に
移
行
す
る
園
は
２
４
８
６
園
（
検

討
中
を
含
む
）
で
、
全
私
立
幼
稚
園

８
１
１
０
園
の
30
・
７
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
将
来
に
お
い
て
も
移
行
す

る
予
定
は
な
い
と
い
う
園
を
除
き
、

移
行
を
検
討
中
の
園
は
４
４
６
５

園
で
55
・
１
％
。（
平
成
29
年
度
以

降
に
新
制
度
へ
移
行
（
検
討
中
を

含
む
）
す
る
と
い
う
園
が
８
８
１

園
、
状
況
に
よ
っ
て
判
断
し
た
い
が

３
５
８
４
園
と
な
っ
て
い
ま
す
。
新

制
度
に
移
行
し
て
い
な
い
６
２
１
８

園
の
う
ち
28
年
度
に
移
行
す
る
（
検

討
中
を
含
む
）
と
い
う
園
が
５
９
４

園
。
認
定
子
ど
も
園
と
な
っ
て
移
行

が
３
１
５
園
、
幼
稚
園
の
ま
ま
で
移

行
が
２
３
２
園
、
検
討
中
が
47
園
と

い
う
結
果
で
し
た
。

　

平
成
29
年
度
以
降
で
、
状
況
に
よ

り
判
断
し
た
い
と
い
う
園
３
５
８
４

園
の
う
ち
、
懸
案
と
考
え
る
園
（
複

数
回
答
可
）
で
も
っ
と
も
多
か
っ
た

の
が
「
新
制
度
移
行
に
伴
っ
て
、
事

務
の
変
更
や
負
担
増
大
に
負
担
が
あ

る
」
と
し
た
園
２
５
１
８
園
（
70
・

３
％
）
が
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

次
い
で
多
か
っ
た
の
が
「
収
入
面

で
の
不
安
」
で
、
２
３
１
４
園
が
不

安
（
64
・
６
％
）
と
し
て
い
ま
す
。

「
応
諾
義
務
の
取
り
扱
い
に
不
安
が

あ
る
」
が
２
２
２
６
園
（
62
・
１
％
）、

「
所
得
に
応
じ
た
保
育
料
に
な
る
な

ど
の
利
用
者
負
担
の
仕
組
み
に
不
安

が
あ
る
」
と
応
え
た
園
が
１
７
４
９

園
（
48
・
８
％
）。「
新
制
度
へ
の
仕

組
み
が
十
分
に
理
解
で
き
な
い
」
が

１
７
１
９
園
（
48
・
０
％
）
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

＊
調
査
結
果
や
自
治
体
、
関
係
事

業
者
か
ら
の
聞
き
取
り
な
ど
も
踏

ま
え
れ
ば
、
以
下
の
対
応
を
検
討

し
て
い
く
こ
と
を
提
起
さ
れ
ま

し
た
。

（
１
）
地
方
自
治
体
・
自
治
体
へ
の

周
知
（
情
報
交
換
・
意
見
交

換
の
継
続
実
施
）。

（
２
）
事
務
負
担
の
軽
減
（
請
求
事

務
の
簡
素
化
の
検
討
、
施
設

所
在
市
町
村
に
よ
る
事
務
の

一
括
対
応
の
促
進
、
移
行
準

備
に
か
か
る
事
務
経
費
の
補

助
等
）。

（
３
）
収
入
面
で
の
不
安
へ
の
対
応

新
制
度
移
行
調
査
で
見
え
た

「
増
え
る
事
務
負
担
と
収
入
面
へ
の
懸
念
」

10
月
21
日
、子
ど
も
・
子
育
て
本
部
は
「
第
26
回
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」

「
第
29
回
基
準
検
討
部
会
」
を
開
催
し
、
移
行
調
査
を
基
に
新
制
度
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。
平
成
28
年
４
月
に
は
私
立
幼
稚
園
の

お
よ
そ
３
割
が
新
制
度
移
行
見
込
み
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
委

員
か
ら
保
護
者
・
事
業
者
へ
の
周
知
と
と
も
に
公
定
価
格
に
お
け
る
１
号

単
価
の
改
善
を
求
め
る
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

第
３
次
安
倍
改
造
内
閣
で
少
子
化
対
策
担
当
に
任
命
さ
れ
た
加
藤
勝

信
特
命
担
当
大
臣
は
、
会
に
先
立
ち
「
少
子
化
の
現
状
は
社
会
経
済
の
根

幹
を
揺
る
が
す
も
の
で
あ
る
。
安
倍
政
権
で
は
少
子
化
進
展
に
歯
止
め
を

か
け
て
、誰
も
が
活
躍
で
き
る
『
一
億
総
活
躍
社
会
』
を
目
指
し
て
い
る
」

と
訴
え
、
首
相
が
掲
げ
て
い
る
３
本
の
矢
「
強
い
経
済
」「
夢
を
紡
ぐ
子

育
て
支
援
」「
安
心
に
繋
が
る
社
会
保
障
」
で
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
６
０
０
兆
円
、

希
望
出
生
率
１
・
８
、
介
護
離
職
ゼ
ロ
と
い
う
大
き
な
目
標
を
掲
げ
て
い

る
こ
と
を
告
げ
、「
新
制
度
は
『
夢
を
紡
ぐ
子
育
て
支
援
』
の
中
核
を
占

め
る
大
き
な
要
素
で
あ
り
、
こ
の
制
度
が
更
に
充
実
す
る
よ
う
全
力
を
つ

く
し
た
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
移
行
調
査
に
お
け
る
報
告
事
項
の
概

要
は
以
下
の
通
り
で
す
。

  

私
立
幼
稚
園
の
移
行
調
査
（
報
告
事
項
）
に
つ
い
て
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
実
施
さ
れ

る
流
れ
は
次
の
通
り
で
す
。

➊
住
民
票
の
住
所
に
通
知
（
平
成
27

年
10
月
以
降
）
❷
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

利
用
開
始
（
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
付
き
で
身

分
証
明
書
を
兼
ね
る
。
平
成
28
年
１

月
よ
り
）
❸
個
人
ご
と
の
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
の
利
用
開
始
（
保
険
料
や
税

の
納
付
記
録
や
自
分
の
情
報
の
閲
覧

記
録
の
チ
ェ
ッ
ク
。
平
成
29
年
１
月

（
来
年
度
予
算
に
お
け
る
所

用
額
の
確
保
、
自
治
単
独
補

助
の
充
実
等
）。

（
４
）
有
資
格
者
不
足
へ
の
対
応
（
一

時
預
か
り
事
業
や
施
設
型
給

付
に
お
け
る
加
算
等
で
の
資

格
要
件
の
緩
和
な
ど
）。

＊
委
員
か
ら
指
摘
さ
れ
た
問
題
点

◎ 

私
立
幼
稚
園
は
保
護
者
が
入
園

さ
せ
る
園
を
選
択
す
る
仕
組
み
で
あ

る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
す
。
そ

の
仕
組
み
が
市
町
村
の
所
管
と
な
れ

ば
、
自
治
体
の
裁
量
が
許
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
と
す
れ
ば
、
私
立

幼
稚
園
は
各
市
町
村
の
価
値
判
断
に

対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

不
合
理
性
が
生
じ
か
ね
ま
せ
ん
。
こ

れ
は
私
立
幼
稚
園
に
と
っ
て
大
き
な

不
安
材
料
。

◎ 

各
自
治
体
が
こ
れ
ま
で
行
っ
て

き
た
私
立
幼
稚
園
へ
の
単
独
補
助
に

つ
い
て
も
新
制
度
の
移
行
状
況
に
関

係
な
く
支
援
す
る
自
治
体
、
明
確
に

差
を
つ
け
る
自
治
体
も
出
て
く
る
こ

と
は
必
定
と
思
わ
れ
ま
す
。
つ
ま

り
、
広
域
利
用
が
で
き
な
い
と
い
う

不
安
。

◎ 

事
務
負
担
増
大
に
つ
い
て
は
負

担
増
に
対
応
で
き
る
よ
う
正
規
事
務

職
員
一
人
雇
用
を
で
き
る
だ
け
の
加

算
を
要
望
。

◎ 
私
幼
が
懸
案
と
し
て
い
る
事
務

負
担
に
つ
い
て
は
、
必
要
と
さ
れ
る

事
務
の
可
視
化
や
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

化
、
先
駆
的
に
取
り
組
む
市
町
村
の

紹
介
な
ど
も
必
要
で
は
な
い
か
。

◎ 

「
収
入
面
で
の
不
安
」
に
つ
い
て

は
、
都
市
部
で
１
号
の
子
ど
も
が
多

い
園
で
は
新
制
度
で
収
入
が
マ
イ
ナ

ス
に
な
る
点
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
と

し
て
、
大
規
模
園
の
１
号
に
関
す
る

公
定
価
格
の
見
直
し
を
求
め
る
。

◎ 

私
幼
が
新
制
度
へ
の
移
行
を
望

ま
な
い
の
は
公
定
価
格
の
問
題
と
と

も
に
、
将
来
的
な
財
源
の
見
通
し
が

明
確
で
な
い
点
に
も
起
因
し
て
い

る
。
来
年
度
予
算
を
含
め
て
、
財
源

確
保
を
求
め
た
い
。

◎ 

１
号
の
施
設
型
給
付
に
お
け
る

地
方
単
独
部
分
に
つ
い
て
は
、
本
則

に
基
づ
く
財
政
構
造
と
な
る
措
置
が

必
要
。

◎ 

消
費
税
財
源
以
外
の
１
兆
円
超

を
早
急
に
確
保
す
る
こ
と
を
要
望
す

る
。
質
向
上
に
繋
が
る
人
材
確
保
の

た
め
に
も
１
兆
円
超
の
確
保
は
す
べ

き
で
あ
る
。

◎ 

消
費
税
を
８
％
に
引
き
上
げ
た

際
に
は
、
新
制
度
へ
の
期
待
も
あ
っ

て
子
ど
も
分
野
に
優
先
的
に
財
源
配

分
さ
れ
た
。
新
制
度
が
社
会
的
に
も

評
価
さ
れ
る
た
め
に
は
、
支
援
が
必

要
な
層
に
サ
ー
ビ
ス
が
行
き
わ
た
っ

て
い
る
な
ど
情
報
発
信
す
る
こ
と
も

必
要
で
は
な
い
か
。

◎ 

待
機
児
童
の
定
義
に
し
て
も
曖

昧
で
あ
る
。
自
治
体
に
よ
っ
て
は
過

小
発
表
し
て
い
る
疑
い
も
拭
え
な

い
。
保
育
所
申
請
数
と
待
機
児
童
数

の
違
い
も
出
て
お
り
、
小
規
模
保
育

の
設
置
の
判
断
が
難
し
い
ケ
ー
ス
も

あ
る
よ
う
だ
。

◎ 

保
育
士
確
保
プ
ラ
ン
で
事
業
化

さ
れ
て
い
る
修
学
資
金
貸
付
事
業
や

就
職
促
進
支
援
事
業
な
ど
は
、
幼
稚

園
教
諭
に
つ
い
て
は
検
討
さ
れ
て
い

な
い
の
は
問
題
で
あ
る
。
養
成
校
と

現
場
が
連
携
し
て
人
材
確
保
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
。

◎ 

無
償
化
の
財
源
に
つ
い
て
は
、

新
制
度
に
か
か
る
財
源
と
は
別
の
財

源
で
確
保
し
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
所
帯
収
入
に
関
係
な
く
幼
児

教
育
の
無
償
化
を
要
望
す
る
都
市
が

多
い
。
無
償
化
の
早
期
実
現
が
望
ま

れ
て
い
る
。

                    

◇

　

＊
こ
の
他
、
新
制
度
は
事
業
者
だ

け
で
な
く
、
利
用
者
へ
の
周
知
も
重

要
。
新
制
度
は
国
民
的
合
意
が
得
ら

れ
る
よ
う
国
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ

き
で
あ
る
。
等
々
、
財
源
か
ら
周
知

徹
底
、
人
材
確
保
、
無
償
化
に
至
る

議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

よ
り
）
❹
地
方
公
共
団
体
等
も
含
め

た
情
報
連
携
を
開
始
（
情
報
の
連
携

に
よ
っ
て
各
手
続
き
が
簡
素
化
さ

れ
、
国
民
の
暮
ら
し
が
便
利
に
な
る
。

平
成
29
年
７
月
よ
り
）。

（
１
）
社
会
保
障
関
係
の
手
続
き
【
年

　

金
の
資
格
取
得
や
確
認
・
給
付
】

（
２
）
税
務
関
係
の
手
続
き
【
確
定

　

申
告
書
、
届
出
書
、
法
定
調
書
な

　

ど
に
記
載
】

　

幼
稚
園
・
保
育
所
が
上
手
に
対
処
す
る
た
め
の

　

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
」
の
取
り
扱
い
方

　

平
成
27
年
10
月
か
ら
日
本
の
全
住
民
一
人
ひ
と
り
に

〝
異
な
る
12
桁
の
番
号
〞
が
通
知
さ
れ
て
い
る
の
が
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
で
す
。
個
人
が
特
定
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
生
年

月
日
や
居
住
地
番
な
ど
に
無
関
係
な
番
号
が
割
り
当
て
ら

れ
て
い
ま
す
。
法
人
の
場
合
に
は
、
１
法
人
に
一
つ
の
法

人
番
号
（
13
桁
）
が
指
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
は
各
機
関
が
管
理
す
る
個
人
情
報
が
、
同
一
人
物
で

あ
る
こ
と
を
正
確
か
つ
ス
ム
ー
ズ
に
確
認
す
る
た
め
の
基

盤
と
な
り
、
更
に
国
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
で
分
散
し
て

管
理
す
る
情
報
の
連
携
を
速
や
か
に
す
る
な
ど
の
メ
リ
ッ

ト
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　

そ
う
し
た
メ
リ
ッ
ト
を
有
効
に
活
か
し
て
い
く
た
め
に

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
よ
く
理
解
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
幼
稚
園
や
保
育
所
で
の
安
全
管
理
上
の
措
置
を

誤
っ
た
り
注
意
を
怠
っ
た
り
す
る
と
罰
則
規
定
に
触
れ
、

罰
金
等
が
科
せ
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
生
じ
て
き
ま
す
。
便
利

に
暮
ら
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
し
っ

か
り
検
証
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
三
つ
の
場
面
で

　

必
要
に
な
る

　
　
　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　
　
　
　

実
施
の
流
れ
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（
３
）
災
害
対
策
【
防
災
・
災
害
対

　

策
に
関
す
る
事
務
、
被
災
者
生
活

　

再
建
支
援
金
の
給
付
、
被
災
者
台

　

帳
の
作
成
事
務
】
な
ど
。
マ
イ
ナ

　

ン
バ
ー
は
国
の
行
政
機
関
や
地
方

　

公
共
団
体
な
ど
で
こ
う
し
た
三
つ

　

の
分
野
で
利
用
さ
れ
ま
す
。
幼
稚

　

園
・
保
育
所
の
責
任
者
は
、
職
員

　

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
示
を
受
け

　

て
税
や
社
会
保
障
の
手
続
き
を
行

　

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
税
の
手
続

　

き
に
お
い
て
は
、
証
券
会
社
、
保

　

険
会
社
な
ど
の
金
融
機
関
か
ら
マ

　

イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
示
を
求
め
ら
れ

　

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
送
付
さ
れ
て
く

れ
ば
、
次
の
四
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
確

認
し
て
確
実
に
受
け
取
り
、
有
効
に

利
用
・
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

（
１
）
住
所
の
確
認

（
２
）
書
留
の
中
身
を
確
認
す
る

　

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
確
認

　

・
『
個
人
番
号
カ
ー
ド
』
の
申
請

　
　

書
と
返
信
用
封
筒
・
説
明
書

（
３
）
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
。

　

申
請
方
法
は
二
通
り

　

① 

郵
送
で
申
請

　

② 

オ
ン
ラ
イ
ン
で
申
請
（
＊
個

        

人
番
号
カ
ー
ド
の
取
得
は
自

        

由
で
す
）

（
４
）
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
受
け
取

　
　

る
。
そ
の
時
に
提
示
に
必
要
な

　
　

も
の

　

・「
通
知
カ
ー
ド
」

　

・「
交
付
通
知
書
」

　

・「
運
転
免
許
証
」　

な
ど
。

＊
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
が
搭

載
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
カ
ー
ド
で

す
。
将
来
的
に
も
様
々
な
使
い
道
が
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。
写
真
を
添
付
し
て

１
年
以
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

個
人
情
報
の
正
確
な
取
り
扱
い

の
た
め
に
、
幼
稚
園
・
保
育
所
が
守

る
べ
き
こ
と
や
よ
り
万
全
な
対
応
が

望
ま
し
い
こ
と
を
示
し
た
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
特
定
個
人
情
報
保
護
委
員
会

が
作
成
し
て
い
ま
す
。
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
は
【
特
定
個
人

情
報
保
護
委
員
会
】
で
検
索
し
て
く

だ
さ
い
。

　

法
人
に
は
法
人
番
号
が
通
知
さ
れ

ま
す
。
法
人
番
号
は
株
式
会
社
な
ど

の
設
立
登
記
の
ほ
か
、「
国
の
機
関
」

「
地
方
公
共
団
体
」
な
ど
に
指
定
さ

れ
ま
す
。
法
人
番
号
に
つ
い
て
詳
し

く
は
【
法
人
番
号
国
税
庁
】
で
検
索
。

幼
稚
園
・
保
育
所
で
は
給
与
所

得
者
の
税
金
や
社
会
保
険
関
連
の
手

続
き
は
勤
務
先
が
行
っ
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
導
入
さ
れ
て
も
こ

れ
ら
は
変
わ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
幼
稚

園
や
保
育
所
の
実
務
担
当
者
が
実
質

的
な
代
理
人
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。こ
の
こ
と
を
職
員
全
員
に
周
知
・

理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
前
提
と
な

り
ま
す
。

◆
利
用
目
的
を
き
ち
ん
と
明
示

　

法
令
の
範
囲
内
で
利
用
目
的
を
特

　

定
し
て
明
示
す
る
必
要
が
あ
り
ま

　

す
。

　

（
例
）
源
泉
徴
収
票
に
記
載
し
て

　
　
　

提
出
し
ま
す
。

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
取
得
時
の
本
人
確

　
認
は
厳
格
に

　

取
得
の
際
、
他
人
に
な
り
す
ま
す

　

こ
と
等
を
防
ぐ
た
め
に
厳
格
な
本

　

人
確
認
を
行
い
ま
す
。

　

（
例
）
職
員
が
扶
養
家
族
の
マ
イ

　
　
　

ナ
ン
バ
ー
を
記
載
し
た
書
類

　
　
　

を
提
出
す
る
場
合
、
職
員
が

　
　
　

扶
養
家
族
の
本
人
確
認
を
す

　
　
　

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　

本
人
確
認
に
は
『
身
元
確
認
』

　

と
番
号
確
認
が
必
要
で
す
。

　

・
個
人
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
場

　
　

合
＝
＝
身
元
確
認
と
番
号
確
認

　
　

は
カ
ー
ド
１
枚
で
可
能
で
す
。

　

・
個
人
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い

　
　

場
合
＝
＝
パ
ス
ポ
ー
ト
、
運
転

　
　

免
許
証
、
住
民
票
な
ど
の
提
示

　
　

が
必
要
で
す
。

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た

　
書
類
の
保
管
は
必
要
が
あ
る

　
場
合
の
み

　

・
必
要
が
あ
る
場
合
に
限
り
、
保

　
　

管
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

＝
＝
翌
年
度
以
降
も
継
続
的
に

　
　

雇
用
の
場
合
。
所
管
法
令
に
よ

　
　

っ
て
一
定
期
間
保
存
が
義
務
付

　
　

け
ら
れ
て
い
る
場
合
な
ど
。

　

・
不
必
要
に
な
れ
ば
、
で
き
る
だ

　
　

け
速
や
か
に
廃
棄
・
削
除
し
な

　
　

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　

＝
＝
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
事
務
上

　
　

利
用
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た

　
　

場
合
、
ま
た
は
保
存
期
間
を
経

　
　

過
し
た
場
合
な
ど
。

◆
担
当
者
の
明
確
化

　

制
度
の
導
入
に
向
け
て
準
備
を
整

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。「
組
織
的
・

人
的
安
全
管
理
措
置
」
と
「
物
理
的
・

技
術
的
安
全
管
理
措
置
」
が
重
要
に

な
り
ま
す
。
組
織
的
に
は
『
担
当
者

を
明
確
』に
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

◆
適
切
な
教
育

物
理
的
に
は
『
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
、

鍵
付
き
の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
、
パ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
、
ウ
イ
ル
ス
対

策
、ア
ク
セ
ス
パ
ス
ワ
ー
ド
の
設
定
』

等
々
。
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
作
成

が
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
＊
平
成
28
年
12
月
の
源
泉
徴
収
等

の
関
連
書
類
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記

載
ヵ
所
等
が
追
加
さ
れ
、
様
式
が
変

わ
り
ま
す
。）

＊
情
報
漏
え
い
に
は
こ
れ
ま
で
も
十
分

な
対
策
を
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
取
扱
い
は
「
個

人
情
報
保
護
法
」
よ
り
も
厳
格
な
安
全

措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
一
度
、

対
策
の
見
直
し
や
慎
重
な
準
備
を
し
て

く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
漏
え
い
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
多
く
の
対
策
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
罰
則
も
個
人
情
報

保
護
法
よ
り
も
強
化
さ
れ
て
い
ま

す
。
正
当
な
理
由
な
く
特
定
個
人
の

フ
ァ
イ
ル
な
ど
他
者
に
提
供
し
た

場
合
、
４
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は

２
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
（
悪
質
な

場
合
は
併
科
も
あ
り
う
る
）
か
ら
、

不
正
な
手
段
で
個
人
カ
ー
ド
を
取
得

し
た
場
合
、
６
カ
月
以
下
の
懲
役
ま

た
は
50
万
円
以
下
の
罰
金
ま
で
、
細

か
い
罰
則
規
定
が
あ
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
生
涯
に
わ

た
っ
て
使
う
も
の
で
す
。
正
し
く
理

解
し
て
、
有
効
か
つ
便
利
に
使
い
ま

し
ょ
う
。

■
き
ち
ん
と
受
け
取
り
、

　

し
っ
か
り
活
用
す
る

　

た
め
に

■
私
立
の
幼
稚
園
・
保
育

　

所
の
教
諭
・
保
育
士
・

　

職
員
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　

の
記
載
が
必
要

■
利
用
に
あ
た
っ
て
の

　

注
意
事
項

■
安
全
管
理
の
徹
底

■
罰
則
に
つ
い
て
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　　　　　　　備　　　　　　　考

※事項要求（子ども・子育て支援新制度移行見込み分
と合わせて前年同額で仮置き）

・新しい幼稚園教育要領解説書等　　　   15百万円
　の作成（新規）
・幼稚園教育理解推進事業　　　　　　   10百万円

・幼児教育の推進体制構築事業　　  　  223百万円
　（新規）
・幼児教育の内容等深化・充実　　　　   21百万円
　調査研究（新規）

・認定こども園施設整備交付金　　  12,177百万円
・教育支援体制整備事業費交付金　    2,333百万円

①子育て支援推進経費　4,601百万円→4,511百万円
・預かり保育推進事業　 3,451百万円→3,451百万円
・幼稚園の子育て支援活動の推進
　　　　　　　　　　　1,150百万円→1,060百万円
②幼稚園等特別支援教育経費
　　　　　　　　　　　4,958百万円→5,681百万円

　

　　　※端数処理の関係で計算が合わない項目がある。

比　較
増△減

         －

          4

      210

   1,025

   1,999

        12

      434

  △ 199 
      633 

28   年   度
要求・要望額

　 32,341

           25

         244

    14,509

      2,173

           12

    30,742

    20,550
    10,192

  158,667
      の内数

27   年   度
当初予算額

　 32,341
※

　　　 21

　　　 34

　 13,484
　

　　  173

             0

     30,308

     20,749
       9,559

   156,051
      の内数

　　　区　　　分

１．幼児教育に係る保護負
担の軽減（無償化に向けた
段階的取組）
（幼稚園就園奨励費補助）

２．幼稚園教育内容・方法
　　の改善充実

３．幼児教育の質向上推進
       プラン

４．認定こども園への財政
　　支援

５．私立幼稚園施設整備費
　　補助

６．ＥＣＥＣ   Ｎｅｔｗｏｒｋ
　　事業への参加（新規）

【参考】
●私立高等学校等経常費
    助成費補助（幼稚園分）
    (1) 一般補助
    (2) 特別補助

●公立幼稚園施設整備費

　文部科学省は過日、平成 28年度予算の概算要求

の概要を財務省に提出しました。幼児教育関連で

は 7.1％（32 億 8900 万円）増の 493 億 2100 万

円。このうち新制度移行見込み分を除くと 418 億

1800 万円（前年度比 33億円増）となっています。

幼児教育無償化に向けた取り組みは予算編成過程に

おいて検討する「事項要求」としており、前年度予

算額 323 億円（新制度移行見込み分を除いた概算

要求額 248億円）の拡充で要望しています。

　また「幼児教育の質向上プラン」では前年度比７

倍の２億 4400 億円と、大幅な拡充での要求となっ

ています。更に「幼児教育の推進体制構築事業」を

創設し、地域の幼児教育センターの設置、幼児教育

アドバイザーなど、地域に根差した展開を図ってい

ます。その他、主な要求内容は下表のとおりです。　

　平成28年度  幼児教育関係概算要求の概要

（単位：百万円）
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　平成28年度  保育対策関係概算要求の概要

厚生労働省は過日、平成 28年度予算の保育対策

関係概算要求の概要を財務省へ提出しました。一般

会計全体としては前年度当初予算より 2.5％ (7529 

億円 ) 増の 30 兆 6675 億円を要求しています。高

齢化等に伴う増額を盛り込み、消費税引き上げ分で

実施する「社会保障の充実」については年末の予算

編成過程で検討する「事項要求」の扱いとしていま

す。保育対策関係では、内閣府予算分も含めると前

年度予算より 0.2％（14 億円）増の 8035 億円を

要求。待機児童解消加速化プランを推進するため、

小規模保育の整備支援の実施、保育所等の整備、保

育士の確保策を強力に進める予算構築となっていま

す。主な内容は以下のとおりです。

■待機児童解消加速化プラン

・保育所等整備について

平成 27年度～ 29 年度の取り組み加速期間で

は、21 万人分の受け入れ枠の整備を目標として

います。27年度は 8万２000 人分（認可保育所

5万 5000 人、それ以外 2万 7000 人）の整備を

進めてきましたが、28年度では 7万 2000 人（認

可保育所４万 5000 人、それ以外 2万 7000 人）

の受け入れ枠増加を図っています。

・保育士確保について

　保育の量的拡充に向けた保育士の確保として

は、前年度より 20％増の 92 億 7000 万円を要

求しています。平成 27年１月に策定した「保育

士確保プラン」では平成 29 年度までに 40 万人

分の受け入れ枠を確保するという待機児童解消

加速化プランに対応し、29 年度までに必要とす

る保育士 46万 3000 人と見込んで、新たに 6万

9000 人の保育士の確保を要すると推計していま

す。

・認可化支援策について

　認可外保育施設が認可されたり、長時間の預か

り保育を実施している幼稚園が認定こども園とな

るための運営費の支援は、内閣府の「子どものた

めの教育・保育給付費補助金」として要求してい

ます。それとは別に、認可外保育施設が認可保育

所、あるいは認定子ども園となる時に障害となっ

ている事由を診断し、移行計画書策定のための費

用などとして、10 億 3400 万円を要求し、保育

対策総合支援事業費補助金に盛り込んでいます。

・地域子ども・子育て支援事業の推進に
   ついて

　子ども・子育て支援新制度の施行に伴い、これ

まで厚生労働省が所管してきた保育所運営費等

（27 年度予算としては 1兆 8126 億円）は、内

閣府の子どもための教育・保育給付、地域の子ど

も・子育て支援事業費として計上。平成 28年度

予算においては、消費税増税分を充てる「社会保

障の充実」の経費が不確定のために、拡充分につ

いては平成 27年度予算額をベースに要求してい

ます。

■その他の保育の推進

・ＯＥＣＤの ECEC Network への参加事業として

2700 万円を要求。ＯＥＣＤが計画している保育

者などに対する調査に参加し、保育・幼児教育の

質向上のための政策立案に資するデータを収集す

る。

・保育所等における重大事故の再発防止のため、

事故情報の集約や事後検証を実施するための費用

として 500 万円（前年度と同額）を要求してい

ます。

・子育て分野の新たな担い手である「子育て支援

員」の研修費用としては、前年度とほぼ同額の

６億 5400 万円を要求しています。無資格者でも

意欲のある人が活躍できるよう、必要な研修を受

講した人を「子育て支援員」として認定するもの

です。
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を
は
じ
め
、
熱
、
頭
痛
、
下
痢
な
ど

の
症
状
で
あ
る
。

・
卒
園
式
を
終
え
た
３
月
25
日
、
年

長
の
子
ど
も
10
人
（
両
親
も
同
行
）

が

Ｓ
・

Ｔ
・

Ｍ
・

Ｇ
・En

glish
 

M
ediu
m
 Sch
ool

（
有
名
校
）
の
入

学
試
験
を
受
け
に
行
き
、
全
員
が
ク

ラ
ス
１
に
入
学
で
き
た
。
こ
の
Ｓ
・

Ｔ
・
Ｍ
・
Ｇ
（
小
学
校
）
は
授
業
料

が
高
い
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
て
、

貧
し
い
家
庭
の
多
い
菩
提
樹
学
園
か

ら
入
学
す
る
子
ど
も
は
少
な
い
。
し

か
し
、
学
校
側
か
ら
菩
提
樹
学
園
の

子
ど
も
は
入
学
金
の
免
除
と
毎
月
の

授
業
料
は
半
額
と
い
う
有
り
難
い
話

を
い
た
だ
き
、
10
人
が
受
験
し
全
員

が
無
事
入
学
で
き
た
の
で
あ
る
。

こ
の
他
、
園
児
数
（
現
・
212
人
）

は
じ
め
、
体
重
測
定
、
虫
下
し
、
お

誕
生
会
、
出
席
優
良
児
へ
の
ご
褒
美

等
々
多
岐
に
わ
た
り
報
告
が
あ
り
、

そ
れ
ら
を
基
に
見
直
し
の
留
意
点
や

課
題
、
教
材
等
の
支
援
な
ど
に
つ
い

て
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

  

  

■
日
仏
保
か
ら
の
出
席
者

緑
谷
一
雄　

理
事
長

髙
山
久
照　

副
理
事
長

古
屋
吉
雄　

常
任
理
事

高
輪
真
澄　

常
任
理
事

麻
布
恒
子　

常
任
理
事

■
会
計
総
経
費
に
つ
い
て

　

総
経
費
の
55
・
51
％
を
給
与
で

占
め
て
い
る
。
職
員
は
総
勢
12
人
。

日
本
円
で
３
，
７
６
６
，
８
７
８
円

（1
,9
9
3
,0
5
7
R
s
）
と
な
っ
て
い
る
。

イ
ン
ド
で
は
物
価
が
年
々
上
昇
を
続

け
て
い
て
、
５
年
ほ
ど
前
に
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
を
行
っ
て
か
ら
据
え
置
い
て

き
た
が
、
現
状
の
物
価
上
昇
を
考
慮

し
て
こ
の
４
月
か
ら
ア
ッ
プ
し
た
。

　

次
い
で
食
糧
費
の
占
め
る
割
合
が

14
・
10
％
は
至
当
と
思
わ
れ
る
が
、

水
道
光
熱
費
が
８
・
89
％
と
３
位
を

占
め
て
い
る
。
こ
れ
は
燃
料
と
な
る

「
ま
き
」
の
調
達
が
容
易
で
は
無
く

な
り
、
高
値
を
よ
ん
で
い
る
こ
と
に

起
因
し
て
い
る
。
ガ
ス
の
設
置
も
考

慮
は
し
て
み
た
が
、
設
置
に
伴
う
費

用
が
高
く
、「
ま
き
」
利
用
を
継
続

す
る
こ
と
に
し
た
。

　

年
に
一
度
バ
ス
で
映
画
鑑
賞
す
る

の
が
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
み
の
一

つ
。
旅
費
交
通
費
７
・
03
％
に
は
そ

の
費
用
や
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
へ
の
送
迎
バ

ス
等
も
含
ま
れ
て
い
る
。
あ
と
の
項

目
は
物
価
高
に
応
じ
て
ア
ッ
プ
し
て

は
い
る
が
内
容
は
従
来
ど
お
り
の
継

続
で
あ
る
。

■
事
務
報
告
に
つ
い
て

➊
歌
の
先
生　

ビ
ジ
ャ
イ
・
ク
マ
ー

ル
氏
が
Ｂ
型
肝
炎
の
た
め
、
療
養
し

な
が
ら
授
業
を
進
め
て
い
る
。
授
業

の
あ
る
日
で
も
幼
稚
園
に
来
ら
れ
な

い
場
合
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
日
本
の

音
階
や
リ
ズ
ム
な
ど
を
短
期
間
で
体

得
す
る
努
力
家
で
あ
り
、
人
柄
は
温

厚
。
ま
た
、
彼
に
代
わ
る
人
材
も
見

つ
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
暫
く

解
雇
し
な
い
で
様
子
を
見
る
こ
と
に

し
て
い
る
。

❷
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
・
安
芸
教
区

の
戦
後
70
周
年
企
画
で
あ
る「
非
戦
・

平
和
を
願
っ
て
70
年
」
の
取
り
組
み

の
一
つ「
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｅ
折
り
紙
で『
折

り
鶴
を
つ
く
ろ
う
！
』」
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

「
平
和
」
と
い
う
位
置
付
け
が
、

日
本
と
は
少
し
違
う
よ
う
な
の
で
、

ど
う
伝
え
れ
ば
良
い
か
を
、
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
や
ソ
バ
先
生
ら
と
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
た
。
そ
し
て
、「
お

友
だ
ち
と
毎
日
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る

こ
と
。
勉
強
が
で
き
る
こ
と
」
が
平

和
だ
と
子
ど
も
た
ち
に
話
を
し
、
そ

ん
な
平
和
を
願
っ
て
「
千
羽
鶴
」
を

折
る
の
だ
と
話
を
し
、
皆
で
折
り
鶴

を
折
っ
た
。
１
個
折
る
の
に
30
分
も

か
か
る
子
も
い
た
が
、
何
と
か
一
人

が
２
個
折
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま

た
、
折
り
鶴
作
り
を
通
し
て
先
生
た

ち
の
「
子
ど
も
た
ち
に
指
導
で
き
る

レ
ベ
ル
」
を
確
認
す
る
良
い
機
会
に

も
な
っ
た
。

■
勉
強
に
つ
い
て

　

計
算
の
授
業
の
場
合
、
実
施
日
数

は
11
日
。
数
字
の
１
か
ら
100
、
100
か

ら
１
を
正
し
く
読
ん
で
書
く
。
101
か

ら
200
、
200
か
ら
101
を
正
し
く
読
ん
で

書
く
。
ま
た
、
イ
ン
ド
数
字
１
か
ら

20
ま
で
の
読
み
書
き
や
、
数
字
１
か

ら
100
ま
で
の
数
の
前
後
と
間
の
認
識

と
数
の
大
小
の
比
較
。
足
し
算
、
引

き
算
の
復
習
な
ど
の
勉
強
を
す
る
。

ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
で
１
か
ら
50
ま
で
正

し
く
読
ん
で
書
く
こ
と
も
覚
え
る
。

　

２
０
１
５
年

　
　
　
　

３
月
の
ま
と
め

・
暑
く
も
寒
く
も
な
く
、
過
ご
し
や

す
い
気
候
で
あ
る
。
当
地
で
は
結
婚

式
の
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
る
。し
か
し
、

子
ど
も
た
ち
の
何
人
か
が
病
気
に

な
っ
た
。
傷（
皮
膚
病
）、
咳
（
風
邪
）、

  

平
成
27
年
度
「
菩
提
樹
学
園
運
営
委
員
会
」
開
催

                           　
　
　
　
　

 

平
成
27
年
11
月
９
日
／
日
仏
保
事
務
局

公
益
社
団
法
人
日
本
仏
教
保
育
協
会
（
緑
谷
一
雄
理
事
長
）
は
11
月
９
日
、
当

協
会
本
部
事
務
局
に
お
い
て
「
イ
ン
ド
菩
提
樹
学
園
運
営
委
員
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
公
益
財
団
法
人
国
際
仏
教
興
隆
協
会
の
巌
谷
正
勝
教
育
部
長
、
同
多
田
証
子
教

育
副
部
長
の
お
二
人
か
ら
、
現
地
の
子
ど
も
た
ち
や
教
諭
の
状
況
は
じ
め
、
運
営
費
、

人
事
問
題
な
ど
の
詳
細
が
報
告
さ
れ
た
あ
と
、
資
料
に
添
っ
て
今
後
の
運
営
課
題
等

に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
（
日
仏
保
か
ら
の
参
加
者
は
下
記
の
通
り
）。
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２
、
歯
科
衛
生
科
に
お
い
て
も
「
宗

教
学
」
は
必
修
で
あ
る
。
保
育
科
以

上
に
授
業
展
開
の
難
し
さ
が
予
想
さ

れ
る
。
理
由
は
、
歯
科
衛
生
学
科
の

学
生
に
と
っ
て
は
「
宗
教
学
」
を
学

ぶ
必
然
性
が
明
確
で
な
い
の
で
状
況

が
異
な
っ
て
く
る
。
そ
の
た
め
日
常

生
活
に
対
し
て
宗
教
が
ど
の
よ
う
な

意
味
を
持
っ
て
い
る
か
を
よ
り
丁
寧

に
説
明
し
、
理
解
を
深
め
る
よ
う
に

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、

次
の
４
点
に
配
慮
し
た
。

➊ 

信
仰
を
強
要
す
る
も
の
で
は
な

い
。

❷ 

宗
教
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
が

日
常
生
活
に
は
必
要
で
あ
る
こ
と
。

❸ 

講
義
で
は
、
宗
教
の
善
し
悪
し
を

価
値
判
断
し
な
い
姿
勢
を
貫
く
こ
と
。

❹ 

似
非
宗
教
に
惑
わ
さ
れ
な
い
た

め
に
は
宗
教
に
関
す
る
客
観
的
な
知

識
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。

                   

◇

　

先
生
は
、「
こ
の
授
業
を
受
け
て

良
か
っ
た
」
と
多
く
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
た
こ
と
を
述
べ
、
初
め
は
否
定

的
に
考
え
て
い
た
宗
教
や
仏
教
に
対

し
て
、
15
回
の
講
義
が
終
わ
る
頃
に

は
殆
ど
の
学
生
が
肯
定
的
に
受
け
と

め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

信
仰
を
押
し
付
け
な
い
こ
と
、
日

常
生
活
と
の
関
連
性
を
示
し
な
が
ら

講
義
を
進
め
て
い
っ
た
こ
と
へ
の
配

慮
が
影
響
し
た
と
思
っ
て
い
る
と
言

い
、
発
表
を
締
め
括
ら
れ
ま
し
た
。

に
な
る
た
め
に
、
な
ぜ
仏
教
を
学
ば

な
く
て
は
い
け
な
い
の
か
分
か
ら
ず
、

興
味
が
湧
か
な
か
っ
た
（
以
下
略
）。

●

〈
宗
教
学
〉
に
対
す
る
受
講
者
の

　

意
識
（
歯
科
衛
生
科
の
学
生
）

➊ 

宗
教
学
と
い
う
授
業
が
あ
る
こ

と
を
知
っ
て
驚
い
た
。

❷ 

歯
科
衛
生
科
の
学
生
に
な
ぜ

宗
教
学
が
必
修
な
の
か
疑
問
に    

思
っ
た
。

❸ 

難
し
そ
う
で
、
面
倒
で
、
最
悪
だ

と
思
っ
た
。
重
苦
し
く
て
嫌
だ
っ
た
。

❹ 

宗
教
は
怖
い
も
の
だ
と
思
っ
て

い
る
（
以
下
略
）。

１
、
〈
仏
教
保
育
〉
の
授
業
で
は
、

「
保
育
の
目
指
す
も
の
」
と
「
仏
教

の
目
指
す
も
の
」
を
対
比
さ
せ
な
が

ら
、
両
者
を
結
び
付
け
る
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
て
『
い
の
ち
』
を
設
定
し
て

い
る
。
保
育
と
い
う
営
み
に
は
『
い

の
ち
』
の
「
保
護
」
と
「
教
育
」
の

二
つ
の
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

を
説
明
す
る
。
保
護
す
る
理
由
と
し

て
ポ
ル
ト
マ
ン
（
ス
イ
ス
の
生
物
学

者
）
の
「
人
間
は
生
理
的
な
早
産
で

あ
る
」
と
い
う
指
摘
を
紹
介
し
て
、

極
め
て
未
熟
な
状
態
で
誕
生
す
る
乳

幼
児
に
と
っ
て
は
、
か
な
り
長
期
間

に
わ
た
る
保
護
が
不
可
欠
な
こ
と
を

理
解
し
て
も
ら
う
（
以
下
略
）。

日
本
人
は
、
自
分
の
宗
教
を
問

わ
れ
る
と
「
無
宗
教
」
と
答
え
る
人

が
多
い
。
し
か
し
、
宗
教
を
否
定
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
多
く
の
日

本
人
が
初
詣
（
神
社
）
や
墓
参
り
（
仏

閣
）
な
ど
「
宗
教
的
活
動
」
を
し
て

い
る
の
が
何
よ
り
の
証
拠
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
祖
父
母
や
両
親
を
亡
く

し
た
家
庭
で
は
自
宅
に
仏
壇
を
お
祀

り
す
る
場
合
い
が
多
い
。
仏
壇
と
神

棚
の
両
方
を
祀
っ
て
い
る
家
庭
も
少

な
く
な
い
。
つ
ま
り
、「
無
宗
教
だ
」

と
言
う
背
景
に
は
『
特
定
の
宗
教
の

信
者
で
は
な
い
』
と
い
う
意
味
が
込

め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

●

〈
仏
教
保
育
〉
に
対
す
る
受
講
前

　

の
意
識
（
保
育
科
の
学
生
）

➊ 

仏
教
に
興
味
が
な
か
っ
た
の
で    

や
り
た
く
な
か
っ
た
。

❷ 

な
ぜ
仏
教
保
育
を
勉
強
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
の
か
疑
問
に
思
っ
た
。

❸ 

仏
教
が
保
育
に
必
要
な
の
か
疑     

問
だ
。

❹ 

保
育
者
（
幼
稚
園
・
保
育
所
）    

●
発
表
の
目
的

　

近
年
、
い
と
も
簡
単
に
他
人
の
生

命
を
傷
つ
け
、
奪
う
事
件
が
多
発
し

て
い
る
。
し
か
も
「
人
を
殺
し
て
み

た
か
っ
た
」
と
、
さ
ら
り
と
動
機
を

語
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
一
方
、
小
学

生
の
間
で
「
人
が
死
ん
で
も
生
き
返

る
」
と
い
う
意
識
が
20
年
ほ
ど
前
か

ら
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、「
現

代
社
会
で
は
『
い
の
ち
』
の
本
当
の

姿
が
分
か
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。「
生

命
を
大
切
に
」
は
何
よ
り
も
優
先
す

べ
き
命
題
の
ハ
ズ
。

　

生
命
尊
重
の
心
を
育
て
る
に
は
乳

幼
児
期
や
児
童
期
の
保
育
・
教
育
の

影
響
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

こ
で
「
天
上
天
下
唯
我
独
尊
」
や
「
諸

行
無
常
」「
諸
法
無
我
」
の
視
点
か

ら
人
間
の
存
在
を
説
い
て
い
る
仏
教

の
生
命
観
を
学
ぶ
の
が
効
果
的
と
考

え
る
。
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
定
型

化
さ
れ
た
教
義
を
説
明
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
日
本
人
の
日
常
生
活
や
価

値
観
の
根
底
に
仏
教
の
教
え
が
ど
れ

ほ
ど
広
く
根
を
下
ろ
し
て
い
る
か
を

理
解
し
て
も
ら
お
う
と
試
み
た
の
が

本
発
表
で
あ
る
。

　

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

　

「
第
17
回
学
術
大
会
」
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
27
年
10
月
28
日
〜
29
日
／
曹
洞
宗
檀
信
徒
会
館

　

10
月
28
〜
29
の
両
日
、
曹
洞
宗
檀
信
徒
会
館
に
於
い
て
曹
洞
宗
恒
例
の
標

記
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
は
第
１
部
会
と
第
２
部
会
に
分
か
れ
、
30

名
余
の
先
生
方
が
日
頃
の
研
究
の
成
果
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
欄
で
は
当
協
会
講
師
と
し
て
も
ご
指
導
い
た
だ
い
て
い
る
佐
藤
達
全
先

生
の
研
究
発
表
（
要
旨
）
を
お
伝
え
し
ま
す
。

（
１
）
日
本
人
は

　
　

「
自
分
は
無
宗
教
だ
」

　
　

と
思
っ
て
い
る
人
が
多
い

（
３
）  

講
義
を
行
な
う
に

         

あ
た
っ
て
配
慮
し
て

         　
　
　
　
　

い
る
こ
と

  

「
短
大
生
の
宗
教
意
識
と
仏
教
教
育
」

　
　
　

  

佐
藤
達
全
（
育
英
短
期
大
学
教
授
／
日
仏
保
講
師
）

  研究発表

（
２
）
講
義
を
受
け
る
前
の 

         

宗
教
に
対
す
る
意
識

                

（
鶴
見
大
学
の
場
合
）
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事務局日誌

■
11
月
８
日
は
「
立
冬
」
で
す
。「
立
」
に
は
、
新
し
い
季
節
に
な
る
と

い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
暦
の
上
で
は
こ
の
日
を
境
に
冬
が
始
ま

り
ま
す
。
実
際
、
朝
夕
の
風
に
初
冬
の
冷
え
込
み
が
感
じ
ら
れ
る
の
も
こ

の
頃
か
ら
で
す
。
ま
た
、
11
月
は
紅
葉
の
美
し
い
季
節
で
も
あ
り
、
紅
葉

自
慢
の
地
域
で
は
、「
紅
葉
狩
り
」
へ
の
趣
向
を
凝
ら
し
て
誘
い
ま
す
。

紅
葉
の
名
所
を
訪
れ
て
喧
騒
と
無
縁
の
空
間
で
心
静
か
に
鑑
賞
す
る
、
そ

ん
な
ゆ
と
り
を
持
ち
た
く
な
る
の
も
晩
秋
の
な
せ
る
心
の
さ
さ
や
か
な
耀

き
か
も
知
れ
ま
せ
ん
■
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
っ
た
教
育
が
幼
稚
園
や
保

育
所
で
少
し
ず
つ
広
が
っ
て
い
ま
す
。iP

ad

を
使
っ
て
「
創
造
力
」
や

「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
園
も
ち
ら
ほ
ら
と
見
か

け
ま
す
。
し
か
し
、
依
存
・
睡
眠
な
ど
心
配
す
る
親
ご
さ
ん
も
い
ま
す
。

幼
稚
園
教
育
要
領
の
解
説
で
は
「
幼
児
期
に
新
し
い
世
界
を
開
き
、
生
活

を
豊
か
に
す
る
が
、
一
方
で
心
身
の
健
や
か
な
育
ち
に
少
な
か
ら
ず
好
ま

し
く
な
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
も
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
き
れ
い

な
動
画
で
お
絵
か
き
な
ど
の
意
欲
ア
ッ
プ
を
図
る
の
も
分
か
り
ま
す
が
、

こ
う
し
た
メ
デ
ィ
ア
が
子
ど
も
た
ち
に
慢
性
疲
労
を
引
き
起
こ
し
、
不
幸

な
事
件
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
す

ド
ク
タ
ー
も
い
ま
す
■
『
過
ぎ
た
る
は
及
ば
ざ
る
が
如
し
』
と
先
人
の
教

え
も
あ
り
ま
す
。
楽
し
み
も
〝
ほ
ど
ほ
ど
〞
に
。
そ
ん
な
心
境
に
な
る
の

も
初
冬
の
冷
え
込
み
の
せ
い
で
し
ょ
う
か
。　
　
　
　
　
　
　

（
Ｏ
・
Ｉ
）
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／
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「
仏
カ
リ
」「
仏
教
保
育
」
編
集
会
議

　
　
　
　

事
務
局
会
議

　

過
日
、
新
聞
の
１
面
に
「
う
ち
の
お
寺
、
住
職
い
な
い
」
と
、
住
職
不

在
の
お
寺
が
大
見
出
し
で
記
さ
れ
て
い
た
。
件
の
お
寺
は
、
琵
琶
湖
の
北

東
に
あ
る
天
台
真
盛
宗
の
知
善
院
。
豊
臣
秀
吉
が
長
浜
城
を
築
い
た
際
に

鬼
門
よ
け
と
し
て
移
築
し
た
も
の
で
、
山
門
は
城
の
門
を
移
し
た
と
さ
れ

て
お
り
、
祀
ら
れ
て
い
る
十
一
面
観
音
像
は
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。
そ
ん
な
歴
史
を
誇
る
お
寺
だ
が
、
20
年
ほ
ど
前
に
ご
住
職
が

亡
く
な
ら
れ
て
以
来
、
無
住
寺
の
ま
ま
だ
と
い
う
。
今
も
数
十
世
帯
の
檀

家
が
あ
り
、
葬
儀
や
法
要
が
あ
れ
ば
兼
務
す
る
近
く
の
お
寺
の
住
職
が
駆

け
つ
け
て
執
り
行
っ
て
い
る
の
だ
そ
う
だ
。
現
在
、
兼
務
あ
る
い
は
無
住

寺
の
数
は
１
万
２
千
余
寺
も
あ
る
と
い
う
。

過
疎
・
高
齢
化
は
、
か
つ
て
地
域
の
信
仰
や
文
化
を
支
え
て
き
た
お

寺
の
屋
台
骨
も
揺
る
が
し
て
い
る
。
檀
家
の
減
少
、
住
職
の
後
継
者
不
足

が
そ
れ
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。
寺
の
消
滅
は
檀
家
に
と
っ
て
先
祖
代
々

の
墓
の
維
持
・
葬
儀
・
法
要
な
ど
託
す
先
や
、
お
盆
と
か
彼
岸
な
ど
伝
統

行
事
の
喪
失
に
繋
が
り
、
地
域
の
人
た
ち
と
の
繫
が
り
も
消
え
る
。
仏
教

界
に
と
っ
て
も
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

そ
こ
で
「
寺
を
守
ろ
う
」
と
あ
の
手
こ
の
手
で
、
そ
の
消
滅
を
食
い

止
め
よ
う
と
す
る
試
み
が
各
地
で
相
次
い
で
い
る
。
檀
家
や
信
徒
が
遠
隔

地
で
あ
れ
ば
、
出
張
法
要
も
辞
さ
な
い
。
団
塊
の
世
代
を
中
心
と
し
た
定

年
退
職
者
を
無
住
寺
の
住
職
に
な
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
試
み
も
あ
る
。

こ
れ
ま
で
に
60
〜
70
代
の
20
人
以
上
が
出
家
し
た
と
い
う
。

住
職
を
世
襲
す
る
制
度
の
見
直
し
を
提
訴
す
る
宗
教
社
会
学
者
も
お

ら
れ
る
そ
う
だ
。
地
域
の
信
仰
・
文
化
を
繋
ぐ
た
め
、
智
慧
と
労
力
を
惜

し
ん
で
は
い
ら
れ
ま
い
。

　

『
お
寺
』
は
、
ご
先
祖
や

　

地
域
の
信
仰
・
文
化
を
繋
ぐ
!!


